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我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
の
北
海
道
・
苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域

の
新
た
な
利
用
方
向
に
関
す
る
質
問
主
意
書

北
海
道
の
苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
は
、
掘
り
込
み
港
湾
の
新
設
と
併
せ
て
背
後
の
未
利
用
地
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
製
造
、
流
通
等
土
地
利
用
型
の
場
に
生
か
す
観
点
か
ら
、
お
よ
そ
四
十
年
前
の
「
第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」

（
昭
和
四
十
五
年
七
月
十
日
閣
議
決
定
）
等
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
基
本
計
画
）
と
推
進
主
体

と
な
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
下
に
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
間
、
我
が
国
の
産
業
構
造
の
変
化
や
経
済
成
長
の
鈍
化
等
の

影
響
を
受
け
、
計
画
の
具
体
化
は
順
調
に
は
行
か
ず
、
第
三
セ
ク
タ
ー
が
経
営
に
行
き
詰
る
な
ど
の
難
局
に
も
遭
遇
し
た
歴
史

を
持
つ
。
し
か
る
に
、
今
日
で
は
物
流
基
盤
と
な
る
苫
小
牧
東
港
及
び
石
狩
湾
新
港
の
整
備
も
進
み
、
背
後
の
札
幌
圏
の
成
長

や
新
千
歳
空
港
と
の
連
携
も
含
め
、
広
大
な
土
地
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
息
長
い
開
発
に
よ
り
、
北
海
道
は
も
と
よ
り

我
が
国
の
社
会
経
済
に
寄
与
し
よ
う
と
し
た
当
初
の
目
的
を
達
成
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
東
日
本
大
震
災
と
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
と

な
っ
た
現
時
点
に
お
い
て
、
両
地
域
の
現
状
及
び
新
た
な
利
用
方
向
に
つ
い
て
、
以
下
五
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
の
開
発
を
担
う
第
三
セ
ク
タ
ー
の
現
状
を
伺
う
。

一



二

苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
の
全
体
面
積
、
業
務
用
地
面
積
並
び
に
既
立
地
面
積
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

数
値
を
伺
う
。

三

苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
に
立
地
す
る
企
業
の
既
立
地
企
業
数
並
び
に
現
状
に
お
け
る
主
た
る
業
種
を
そ

れ
ぞ
れ
伺
う
。

四

苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
に
立
地
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
業
種
（
発
電
所
、
保
管
施
設
な
ど
）
の
現
状
を

そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

五

我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
サ
ハ
リ
ン
の
石
油
・
天
然
ガ
ス
開
発
事
業
、
勇
払
油
ガ
ス
田
の

探
掘
、
苫
小
牧
沖
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
二
酸
化
炭
素
の
回
収
・
貯
留
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
展
開
に

深
く
関
連
す
る
諸
事
業
と
の
連
携
も
視
野
に
、
今
後
の
苫
小
牧
東
部
地
域
及
び
石
狩
湾
新
港
地
域
の
土
地
利
用
の
方
向
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


